
(側溝土留工法)ジオセル土留工法
一般国道287号幅広路肩整備工事

工法についてはこちらご覧ください⬆

(化粧付境界ブロック擁壁)シキール
美畑公園整備工事

本社・本社工場／〒990-2345　山形市富神台19番地
神 町 工 場／〒999-3766　東根市神町西2-1-62
仙 台 営 業 所／〒981-8007　仙台市泉区虹の丘2-8-1
福 島 営 業 所／〒960-8054　福島市三河北町2-8 401号室
新 庄 営 業 所／〒996-0025　新庄市若葉町9-11

https://www.toeicon.co.jp

 広報機関誌

【プラス・アルファ】
機能性プラス景観美
私たちは、皆様の生活環境に調和する新しい製品開発
をテーマに、新しい環境づくりをめざしています。 がんばれモンテディオ山形！

ダイワロイネットホテル山形駅前
Pcaカーテンウォール(タイル打込み版)

広報機関誌
プラス・アルファ

TEL023（643）1144　FAX（645）5396
TEL0237（53）9400　FAX（49）2302
TEL022（218）2881　FAX（771）8231
TEL024（536）3800　FAX（536）3803
TEL0233（23）3944　FAX（23）3437
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カーボンニュートラル社会の実現に向けた本質
日本大学工学部土木工学科教授  岩城 一郎 氏
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エアーキャスター工法
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辿り着いた　住まいの形
(有)オガタ、(株)尾形欣一デザインオフィス 

代表取締役 デザイナー  尾形 欣一 氏

GALLERY TOGAMI -SPECIAL ONE-

TOEI PRODUCT

Smart門型カルバート
プレキャストアーチカルバート「テクスパン工法」
大臣認定宅造用L型擁壁「ニューウォルコン(大地震対応)」
PCa手摺壁
U型擁壁(エアーキャスター工法)

山形アクティビティ
SUP体験／天童高原スキー場／峠の茶屋
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東北大学大学院修士課程修了後、1988年首都高速道路公団、
1996年東北大学を経て、2005年より日本大学。専門はコンクリ
ート工学および社会インフラメンテナンス工学。主に福島県お
よび東北地方において、社会インフラ（コンクリート構造物）の
長寿命化に関する研究・地域貢献活動に従事。土木学会論文
賞・田中賞・技術賞、インフラメンテナンス大賞国土交通大臣賞
など受賞。著書に「ロハス工学」（日経BP社）、「新設コンクリー
ト革命」（日経BP社）など。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
の

　
　
　
　
　
　
実
現
に
向
け
た
本
質

日
本
大
学
工
学
部

工
学
研
究
所
長
兼
ロ
ハ
ス
工
学
セ
ン
タ
ー
長

土
木
工
学
科
教
授 

博
士
（
工
学
）

岩
城 

一
郎

い
わ  

き

い
ち
ろ
う

近
年
、「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
世

の
中
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。国
連
や
政
府
か
ら
2
0
5
0
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、舵
を
切
る

こ
と
が
表
明
さ
れ
て
以
来
、セ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
業
界

で
も
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
と
は
、排
出
す
る
C
O
2
量
と
吸
収
・
貯
蔵
・
固
定
化
す
る

C
O
2
量
を
相
殺
し
、ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
で
、例
え
ば
、セ
メ
ン

ト
の
製
造
に
伴
う
石
灰
石
の
使
用
量
を
極
力
抑
え
、製
造
過
程

で
生
じ
た
C
O
2
を
分
離
・
回
収
し
、生
コ
ン
に
吹
き
込
ん
だ

り
、炭
酸
化
養
生
を
行
う
な
ど
の
技
術
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。個
人
的
に
は
、国
際
協
調
や
国
策
の
点
で
、こ
の
潮
流
に

一
定
の
理
解
を
示
し
つ
つ
、そ
こ
に
多
く
の
懸
念
が
あ
る
こ
と

を
論
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。そ
の
一
つ
は
C
O
2
と
い
う
単
一

指
標
で
評
価
す
る
危
う
さ
で
す
。C
O
2
の
収
支
さ
え
ゼ
ロ
に

す
れ
ば
よ
い
と
い
う
風
潮
が
高
ま
る
と
、そ
こ
に
か
け
る
物
質

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、コ
ス
ト
が
軽
視
さ
れ
、様
々
な
と
こ
ろ
に
し

わ
寄
せ
が
生
じ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。以
前
、建
設
産
業

に
お
け
る
コ
ス
ト
縮
減
と
い
う
、コ
ス
ト
を
単
一
指
標
と
し
た

方
策
が
展
開
さ
れ
た
結
果
、安
全
性
や
耐
久
性
の
低
い
構
造
物

が
建
設
さ
れ
、そ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
苦
慮
し
て
い
る
現
状
を

忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。現
在
、セ
メ
ン
ト
や
鉄
鋼
の
製
造
の

他
に
、石
炭
火
力
発
電
に
伴
う
C
O
2
排
出
量
が
特
に
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、電
力
を
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
賄
お
う
と
す

る
と
、い
た
る
と
こ
ろ
に
風
力
発
電
が
林
立
し
、日
当
た
り
の

良
い
里
山
に
は
一
面
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
、将
来
的
に

は
そ
の
維
持
管
理
に
膨
大
な
労
力
と
廃
棄
物
が
生
じ
る
こ
と

は
自
明
で
す
。そ
れ
が
2
0
5
0
年
の「
健
康
で
持
続
可
能
な

社
会
」の
姿
と
は
と
て
も
思
え
ま
せ
ん
。で
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
で
し
ょ
う
か
？

私
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
下
支
え
す
る
視
点
に
以

下
の
3
つ
を
挙
げ
て
い
ま
す
。①
地
産
地
消
の
資
源（
産
業
副

産
物
を
含
む
）を
有
効
利
用
す
る
。②
も
の
を
長
持
ち
さ
せ
る
。

③
廃
棄
物
を
減
ら
す
で
す
。こ
こ
に
は
C
O
2
と
い
う
用
語
を

一
切
用
い
て
い
ま
せ
ん
が
、こ
れ
ら
を
実
践
す
る
こ
と
で
明
ら

か
に
C
O
2
の
排
出
量
削
減
に
寄
与
す
る
ば
か
り
で
な
く
、物

質
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
が
保
た
れ
、コ
ス
ト
も
低
減
す
る
と
考

え
て
い
ま
す
。具
体
的
に
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
製
品
を
例
に
考
え
ま

す
。ま
ず
、地
産
地
消
の
材
料
を
有
効
に
活
用
し
た
製
品
を
製

造
し
ま
す
。水
、骨
材
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、東
北
で
あ
れ
ば

各
地
に
石
炭
火
力
発
電
所
が
あ
り
そ
こ
か
ら
排
出
さ
れ
る
フ

ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
な
ど
を
活
用
し
た
製
品
を
製
造
し
ま
す
。フ
ラ

イ
ア
ッ
シ
ュ
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塩
分
浸
透
性
や
ア
ル
カ

リ
シ
リ
カ
反
応
性
を
顕
著
に
抑
制
す
る
効
果
が
あ
る
た
め
、製

品
の
高
耐
久
化
に
確
実
に
寄
与
し
ま
す
。構
造
物
が
長
持
ち
す

れ
ば
、撤
去
・
更
新
の
サ
イ
ク
ル
が
延
び
る
た
め
廃
棄
物
の
量

が
明
ら
か
に
減
少
し
ま
す
。廃
棄
物
を
減
ら
す
と
い
う
視
点
で

は
、残
コ
ン
や
戻
り
コ
ン
、ス
ラ
ッ
ジ
を
回
収
し
、資
源
と
し
て

再
利
用
す
る
こ
と
も
重
要
と
思
い
ま
す
。

私
は
こ
の
考
え
方
を
C
O
2
の
直
接
的
な
収
支
を
ゼ
ロ
に

す
る「
表
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」に
対
し
、そ
れ
を
裏
側
で

支
え
る「
裏
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」と
称
し
て
い
ま
す
。物

事
に
は
表
も
あ
れ
ば
裏
も
あ
り
、裏
ワ
ザ
、裏
メ
ニ
ュ
ー
、表
裏

一
体
な
ど
、裏
も
重
要
で
あ
る
こ
と
に
目
を
向
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
い
う
言
葉
だ
け
に
踊
ら
さ
れ
、

場
当
た
り
的
に
策
を
講
じ
る
の
で
は
な
く
、こ
の
問
題
の
本
質

を
と
ら
え
、業
界
と
し
て
今
何
を
な
す
べ
き
か
考
え
る
時
期
に

来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

岩城  一郎
Ichiro Iwaki
日本大学工学部 工学研究所長兼ロハス工学センター長
土木工学科教授 博士（工学）



内空幅：B

基礎切込み幅：b

エアーキャスター

増しコンクリート
亜鉛版（トタン板）

切
込
み
深
さ
：
h

1
2

3

所定の場所に荷卸しされたプレキャスト
部材の下にエアーキャスターを設置します。
設置後空気を注入します。

1

エアーキャスターから空気が噴出され始めたら
プレキャスト部材の左右をサポートしながら
移動します。移動は人力でも十分です。

2

据付け地点まで移動後、プレキャスト部材を
据付しエアーキャスターを回収します。

3

5

製品情報

4

エアーキャスター工法河川護岸用ブロックマット

特  長 防草・防災タイプ特長

規格・特性

特殊施工例

特  長

●専用の吊り治具を用いて、吸出し防止材とブロックの設置
を同時に行えるため、迅速な施工が可能です。
●透水性に優れた（0.01cm/s以上）フィルターシートが背
面土壌の吸出しを防止します。
●フレキシブルな構造で地盤追従性に優れ、軟弱な地盤に
も適用できます。
●覆土を行うことによって、植生が可能です。
●フィルターシートは、特殊な構造をしており、コンクリート
の硬化によってシートとブロックが強固に固定されます。

195×195×100

195×195×55

197×197×100

197×197×55

L-CVM01-4-160＊600

S-CVM01-4-160＊600

L-PCVM01-160＊600

S-PCVM01-160＊600

幾何学模様の河川護岸用ブロックマット
美しい山河を守る災害復旧基本方針準拠 シート系護岸工法資材

空気圧を利用した搬送装置を使用してプレキャスト部材を移動・据付できる画期的な横移動工法です。

●隣り合うブロックに隙間が少なく、のり面がブロッ
クで覆われるため、防草効果が期待できます。

防草効果

※標準製品寸法は、幅1.6m×長さ6mとする。※ブロック形状は、予告なく一部変更となる可能性があります。あらかじめご了承下さい。※混和材としてフライアッ
シュ、高炉スラグを使用している地域があります。※防草・防災タイプは、ため池への転落事故等の緊急時を想定した形状としています。別途、事故防止のための侵入
防止柵や警告看板等の設置を御検討下さい。

安全に配慮

シビックマット®

寸法
縦×横×高さ
（mm）

品番

■ブロック規格

標準タイプ

防草・防災
タイプ

125以上

85以上

125以上

80以上

製品単位質量
（kg/m2）

125以上

85以上

125以上

80以上

標準タイプ
1枚あたり質量
（t/枚）

圧縮強度
（N/mm2）

18以上

ブロック個数
（個/m2）

25

フィルターシート
との付着強さ
（N/個）

500以上

●ブロックは手で掴みやすく、
足を掛けやすい形状をして
います。万が一、池に人が落
ちても、這い上がりやすく
なっています。

1 クレーンの利用が困難な場所での最適工法

2 S字、屈曲部、クランク部も自在に施工可能

3 騒音やホコリの心配がありません

4 高い施工精度でかつ安全性に優れています

5 10,000Kgの重量が約30Kgの力で移動できます
（重量という概念がなくなります）

6 落差があっても施工できます

長瀞河島地区防災減災(用排水施設整備) 発注者：山形県村山総合支庁 農村整備課

●施工場所：山形県村山市
●施工方法：エアーキャスター工法
●規格寸法：L型水路　H1400×W3300(現場打ち部)×L2000

老朽化した用排水路にL型水路をエアーキャスター工法にて横引き施工が行われました。
橋を撤去せずにL型水路をH鋼材で固定することにより3面張りの状態にし、それをエアーキャスター工法で橋
の下に送り込み、施工を行いました。
ボックスカルバートや3面張り水路だけでなくＬ型水路での活用が実証されました。

NETIS:CB-030077-V
　　　（掲載期間終了）

NETIS:KT-010013-V
　　　（掲載期間終了）



代表取締役  尾形 欣一 氏
(有)オガタ、(株)尾形欣一デザインオフィス
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２
０
０
３
年
、社
屋
を
移
転
・
新
築
す
る
に
あ
た
り
、設
計
事
務
所
に
隣
接
さ

せ
る
製
造
工
場
の
事
を
考
え
、市
内
の
工
業
エ
リ
ア
も
含
め
て
立
地
は
検
討
し

ま
し
た
が
、打
ち
合
わ
せ
来
訪
者
の
道
中
の
景
観
と
、自
分
達
の
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
場
で
あ
る
こ
と
を
優
先
し
、仙
台
市
の
北
西
部
に
位
置
す
る「
泉
ケ
岳
」、と

い
う
子
供
達
が
ス
キ
ー
な
ど
野
外
活
動
に
出
向
く
山
の
、麓
に
あ
る
小
さ
な
森

を
拠
点
に
選
び
ま
し
た
。そ
の
近
く
に
仮
工
場
と
事
務
所
を
仮
移
転
さ
せ
、業
務

と
並
行
し
て
社
屋
工
事
を
進
め
、２
０
０
５
年
、そ
の
小
さ
な
森
の
渓
流
沿
い
に

社
屋
は
竣
工
。隣
地
を
個
人
所
有
し
自
宅
建
築
の
構
想
も
開
始
し
ま
し
た
。

社
屋
建
築
時
も
宅
地
造
成
か
ら
自
分
達
で
行
え
た
事
は
大
き
な
経
験
と
な
り

ま
し
た
。普
段
家
具
や
什
器
製
造
で
木
材
を
扱
っ
て
い
て
も
、森
に
そ
び
え
る

木
々
を
切
ら
せ
て
も
ら
う
辛
さ
を
味
わ
う
こ
と
で「
無
意
識
な
想
い
」や「
正
常

の
意
識
」に
つ
い
て
、皆
そ
れ
ぞ
れ
に
想
い
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。こ
れ
は
伝
え
て
も
伝
わ
ら
な
い
、共
に
行
動
し
て「
何
か
」を
感
じ
る
こ
と
な

の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
も「
自
然
の
変
化
こ
そ
が
刺
激
に
な
る
」と
こ
の
地
を
選
び
ま
し
た

が
、造
成
作
業
を
し
な
が
ら「
人
は
自
然
を
少
し
破
壊
さ
せ
て
も
ら
い
生
き
る
動

物
で
あ
る
」こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。そ
れ
で
も
自
然
は
大
き
く
、豊
か
で
、一
年

中
景
色
が
変
わ
り
、色
も
匂
い
も
同
じ
日
は
無
く
、冬
の
淡
々
と
し
た
静
け
さ

や
、春
の
芽
吹
き
の
勢
い
の
早
さ
は
映
像
の
早
回
し
の
よ
う
で
、木
々
や
草
花
の

動
静
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。常
に
発
想
を
し
続
け
る
自
分
に
と
っ
て

は
、都
会
で
は
得
ら
れ
な
い
刺
激
と
、洞
察
力
も
養
え
る
環
境
な
の
で
す
。

自
宅
建
築
に
あ
た
り
、す
ぐ
に
設
計
プ
ラ
ン
も
描
き
は
じ
め
ま
し
た
。仕
事
で

は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
望
み
を
引
き
出
し
て
い
け
ま
す
が
、自
分
が
何
を
求
め
て

い
る
の
か
、住
ま
い
を
ど
う
考
え
る
か
を
探
る
の
は
と
て
も
難
し
か
っ
た
で
す
。

そ
の
結
果
、構
想
図
面
は
１
０
０
枚
以
上
に
な
り
ま
し
た
。描
い
て
は
と
り
や
め

を
繰
り
返
し
、震
災
も
構
想
途
中
に
経
験
を
し
、持
家
の
必
要
性
を
も
改
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。建
築
デ
ザ
イ
ン
に
特
化
し
た
ス
マ
ー
ト
な
住
居
も
沢
山

描
き
ま
し
た
が「
デ
ザ
イ
ナ
ー
尾
形
欣
一
の
住
ま
い
を
自
分
で
考
え
ら
れ
る
。自

分
達
の
経
験
も
踏
ま
え
新
た
な
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
」、そ
の
思
い
は

自
分
を
原
点
に
戻
し
、鼓
舞
さ
せ
ま
し
た
。

森
に
立
ち
、自
分
達
よ
り
も
長
く
こ
の
地
に
居
る
高
木
を
見
上
げ
、森
の
匂
い

を
感
じ
て
い
る
と
、葉
の
落
ち
る
音
に
耳
は
傾
き
、空
の
光
に
目
は
行
き
、朝
露

の
光
と
共
に
糸
が
ほ
つ
れ
て
い
く
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。構

想
開
始
か
ら
１
０
年
で
す
。

こ
の
森
に
通
い
過
ご
し
た
時
間
が
あ
っ
て
た
ど
り
着
い
た
住
ま
い
の
形
。野

生
動
物
の
居
場
所
も
少
し
追
い
や
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、彼
ら
か
ら
見
て
も
あ

ま
り
違
和
感
の
な
い
、中
と
外
の
曖
昧
な
空
間
、そ
し
て
敢
え
て
利
便
性
を
追
求

し
な
い
暮
ら
し
。造
成
工
事
の
時
に
感
じ
た「
無
意
識
の
中
に
あ
る
意
識
」や「
正

常
の
意
識
の
中
に
持
つ
洞
察
力
」を
暮
ら
し
の
中
で
も
常
に
感
じ
る
佇
ま
い
と

し
ま
し
た
。昼
も
夜
も
自
然
の
光
を
感
じ
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
か
ら
か
け

離
れ
た
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
階
段（
※
写
真
３
）な
ど
、大
切
な
感
覚
の
退
化
を
危

惧
す
る
想
い
も
重
ね
た
形
容
が
随
所
に
あ
り
ま
す
。

「
家
っ
て
こ
ん
な
に
自
由
で
い
い
ん
で
す
」す
な
わ
ち「
自
分
ら
し
さ
は
貫
い

て
い
い
ん
で
す
よ
」

こ
れ
が
、こ
の
家
の
究
極
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ
り
ま
す
。

尾形 欣一 KIN-ICHI OGATA

1970年宮城県仙台市生まれ。
1998年にOGATAInc.(有限会社オガタ)を設立。
オリジナル家具のデザイン･製作､店舗設計、病院
やビルの内外装デザイン､大型店舗などのデザイ
ン監修や住宅設計･施工など多岐にわたり活動を
行う。独自性を追い求めた実用的且つ斬新なデザ
インと、ディテールにも十二分にこだわった妥協の
ない緻密なデザイン加工は､その完成度の高さと
精巧な作りから国内外で高い評価を得ている。

辿
り
着
い
た
　
住
ま
い
の
形

―
固
定
概
念
を
解
き
放
す
―

＊構想・基本図・デザイン：尾形 欣一
＊建築設計：一級建築士事務所 (有)アトリエ海 代表取締役佐々木君吉
＊躯体構造計算：(株)佐藤淳構造設計事務所
＊躯体施工：(有)アトリエ海、(有)オガタ
＊内外装設計施工： (株)尾形欣一デザインオフィス、有限会社オガタ

1. ＜OGATA YAMA／鉄筋コンクリート住居＞
OGATA Inc.代表 尾形欣一自邸にGalleryも備えたOGATA YAMA 。
小さな森の中にある「山の形の家」。2019年初夏一般公開も開始 (事前予約制)。
景色に同化し、中と外が曖昧になる、洞窟のような佇まい。
土枠構想を立てるも、土量や作業の点で断念。足場を組み廃材を嵩にその上に土を乗せ、
土の上にあらゆる種類のビニールシートを被せ打設。シートを剥がす作業は人力と信頼関係が成せたもの。

2. ＜コンクリート壁＞
意匠や型枠も自社製作

3. ＜エントランスの階段／コンクリート製＞
「人生命がけ」というタイトルの階段。
便利すぎる生活を危惧し、山道を歩くように意識
して歩くことを提唱している。
この型枠は地面を掘った穴。尾形欣一の図面に
沿って、石切場で切ったように、石切場で削ったよ
うに、OGATAスタッフは地面の穴を器用に形状
し、まるで菓子作りのようにコンクリート製の岩
を造作した。

4. ＜丸く空いたドームの天井＞
ドーム型の建物の中央、中庭部分の天井を丸く
抜いたのは、建築面積を計算した倹約な考えと、
採光、宅地造成時に残すことにした中央の高木
のため。

5. ＜中庭のコンクリート床＞
コンクリートの床に写しだされる木々の影。
風が吹き、影が動き出すとそれは正に自然が生み出
す本物のインスタレーション。
そして、満月の夜、月光が同じく映す影は神秘的で、
コンクリートの有機性を強く感じる。

Photography：Sadao Hotta
ⓒSadao Hotta

2~5 Photography：原淵將嘉／原淵將嘉写真事務所

3

2
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施工完了

発注者：白鷹町役場

令和2年の豪雨災害にて被災した向田橋の復旧工事として斜
角の門型カルバートを施工しました。
製品を側壁と頂版に分割とすることでスムーズな搬入と据付
工事を行うことが出来ました。
被災した橋梁の復旧や寿命を迎える橋梁の架け替えにも有用
である事を実感しました。

東俣山道線向田橋災害復旧工事
施工場所：山形県西置賜郡白鷹町萩野地内
規格寸法：B4600×H3300×L1045
施工本数：4本

頂版設置設置完了

基礎

搬入

据え付け

■頂版部と側壁部が
　分割式のため、
　運搬上の高さ制限が
　ございません。

構造図

特　長

維持管理

工期短縮

門型カルバートは、橋梁形式と比べて支承や伸縮継手などの
弱点がないことから、維持管理の簡素化が可能です。

門型カルバートにした場合、水路構造物に於いては通水した
まま工事が可能であり、水換えの必要がありません。
また、大幅な工期の短縮が可能で人件費の削減やCO2の削減
にも繋がります。

現場状況に対応
水路や護岸構造物を跨いで門型カルバートを敷設することに
より、既設護岸や水路等を撤去する必要がありません。
また、射角製品を用いることで水路と交差する道路の角度は
60°～90°までの対応が可能です。

地震に対応
門型カルバート形式のため、地震時における落橋の危険性が
ありません。
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(仮称)DPL利府新築工事
施工場所：宮城県宮城郡利府町沢乙地内
構造・規模：鉄骨造、地上２階建、敷地面積41,300.28m2
規格寸法：プレキャスト手摺壁  H1630×W625×L4000‐129枚

建築主：大和ハウス工業株式会社

発注者：国土交通省 東北地方整備局
　　　  北上川下流河川事務所

仙台北部道路「利府しらかし台インターチェンジ」より約1ｋｍに、延床面積48,565.43m2の広さを誇る
マルチテナント型物流施設「DPL仙台利府Ⅰ」が建設中です。
その中で、2階のトラックバースへの車路にプレキャスト手摺壁が採用されました。
据付工事は129部材を11日間で完了し、工期短縮に大きく寄与しました。

PCa手摺壁

U型擁壁(エアーキャスター工法)

旧北上川河口部堤防等整備工事
施工場所：宮城県石巻市
施工方法：エアーキャスター工法
規格寸法：三分割U型擁壁
　　　　  W7000×H2840×L1500他
  　　　　　　　　　　　　  　‒　52本

その3

その4

旧北上川河口部河川復旧・復興事業の一環として、堤防整備に
伴い市道(井内大瓜線)を付け替える必要があり、国工事として
行いました。
ＪＲ石巻線の下をアンダーパスで抜ける両脇をＵ型擁壁で築造
するにあたり、施工工程短縮に寄与するプレキャスト化を提案。
据付の際、横にクレーンが構えられない為、製品重量20ｔ超の
横引き施工が可能なエアーキャスター工法を採用しました。
一体型では運搬できないため分割部には「スプライススリーブ」
を、目地部には耐震性のある「タッチボンド工法」を用いました。

山添地区構造物工事

発注者：国土交通省 東北地方整備局 酒田河川国道事務所

施工場所：山形県鶴岡市早田地内
施工方法：テクスパン工法＜スパン12mライズ6.6ｍ土被り13.1ｍ延長49.13ｍ＞
規格寸法：テクスパンアーチエレメント　フルサイズ 350×1250　ハーフサイズ 350×625

プレキャストアーチカルバート「テクスパン工法」その1

従来のRC橋梁/鋼製橋梁の代わりに3ヒンジのアーチ構造物を構築するテクスパン工法が採用されました。
特有のアーチ形状により薄い部材厚(40㎝)でも30mの土被りに対応出来ます。大きな内空断面が可能な
ので、管理用道路も余裕を持って確保できます。

仙台貨物ターミナル駅移転に伴う外周工事

発注者：日本貨物鉄道株式会社

施工場所：宮城県仙台市宮城野区地内
規格寸法：ニューウォルコン（大地震対応） H＝1500～2250　延長 約700m

大臣認定宅造用L型擁壁「ニューウォルコン(大地震対応)」その2

「宮城県広域防災拠点基本構想」に伴い仙台貨物ターミナルが移転します。その敷地の外周工事として使用
して頂きました。コーナー部は90°～ 179°までを1°単位で製造し現場打ちを無くすことにより施工性を
高めています。また、階段部からの出入口の擁壁もコーナー製品を駆使し現場打ちを無くしました。
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日
に
は
多
く
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
で
賑
わ

　
　
　

う
天
童
市
の
天
童
高
原
ス
キ
ー
場
。冬

だ
け
で
は
な
く
夏
は
キ
ャ
ン
プ
に
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
、秋
は
紅
葉
な
ど
、一
年
を
通
し
て
多
く

の
人
が
訪
れ
る
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

今
回
私
た
ち
が
体
験
し
た
の
は「
チ
ュ
ー
ブ
ス

ラ
イ
ダ
ー
」と「
モ
ー
ビ
ル
そ
り
」。チ
ュ
ー
ブ

ス
ラ
イ
ダ
ー
で
は
ス
タ
ッ
フ
が
頂
上
か
ら
勢

い
よ
く
チ
ュ
ー
ブ
を
押
す
と
、急
斜
面
を
落
下

す
る
よ
う
な
感
覚
に
思
わ
ず
叫
び
声
が
！「
後

ろ
向
き
で
」と
リ
ク
エ
ス
ト
す
れ
ば
チ
ュ
ー
ブ

注
文
す
る
こ
と
も
で
き
、納
豆
・
あ
ん

こ
・
ず
ん
だ
・
く
る
み
・
ご
ま
・
き
な
こ
・

お
ろ
し
の
７
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は「
茶
屋
ラ
ー
メ
ン
」と
く
る

み
、ず
ん
だ
の
２
種
類
の
餅
を
注
文
。

「
茶
屋
ラ
ー
メ
ン
」は
峠
の
茶
屋
の
看
板

メ
ニ
ュ
ー
で
す
。澄
ん
だ
ス
ー
プ
に

の
っ
た
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
は
と
て
も
柔
ら

か
く
、中
太
の
ち
ぢ
れ
麺
は
ス
ー
プ
に

よ
く
絡
み
あ
っ
と
い
う
間
に
完
食
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

餅
は
別
皿
に
丸
餅
が
３
つ
、出
来
立

て
の
柔
ら
か
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。ず
ん
だ
の
豊
か
な
風
味
は
ま
る

で
デ
ザ
ー
ト
の
よ
う
で
、甘
い
く
る
み

が
た
っ
ぷ
り
の
っ
た
餅
は
何
度
も
リ

ピ
ー
ト
し
た
く
な
る
美
味
し
さ
で
し

た
。

　

夏
に
は
手
作
り
の
シ
ロ
ッ
プ
が
た
っ

ぷ
り
か
か
っ
た
か
き
氷
も
大
人
気
。美

味
し
い
ラ
ー
メ
ン
と
餅
が
食
べ
た
い

時
、是
非「
峠
の
茶
屋
」に
足
を
運
ん
で

み
て
く
だ
い
。
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SUP体験
今注目のウォータースポーツを馬見ケ崎川で

天童高原スキー場
チューブスライダー＆モービルそり体験休

吉田 弘子
相座 淳子
安孫子 智恵

［取 材］

漕快亭（SOUKAITEI)
https://www.soukaitei.com

問合せ先 [体験料金] 3,980円(税込) /人  ＊ボード、パドル、ライフジャケットのレンタル料込
[開催時間] 午前の部／9:30～11:30　午後の部／13:30～15:30
[集合場所] 釈迦堂河畔広場駐車場より下流側に歩いて2分の河川敷
[開催中止] 小雨決行 ＊豪雨、強風、雷の際は中止となる場合があります

◀SUP体験の動画は
　こちら

〒990-0015
山形県山形市大字新山516-1
☎023-629-2838
[営業時間] 11：00～品切れまで
[定休日] 水曜

峠の茶屋

〒994-0104
山形県天童市田麦野132　☎023-657-3628
[URL] http://tendokogen.or.jp/winter/　 ※事前に営業時間をご確認ください。

天童高原スキー場

山

　
　
　

注
目
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、「
Ｓ
Ｕ

　
　
　

Ｐ（
サ
ッ
プ
）」を
ご
存
知
で
す
か
？

Ｓ
Ｕ
Ｐ
は
ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル
ボ
ー
ド

（Stand U
p P
addleboard

）の
略
称
で
、

川
や
海
を
全
身
で
楽
し
む
ハ
ワ
イ
発
祥
の

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
。こ
こ
数
年
で
知
名
度

も
人
気
も
急
上
昇
中
の
Ｓ
Ｕ
Ｐ
が
、な
ん
と
山

形
市
内
で
楽
し
め
る
ん
で
す
♪

馬
見
ヶ
崎
川
は
海
よ
り
も
風
や
波
が
穏
や
か
で
、水

面
が
安
定
し
て
い
る
の
が
特
徴
。自
信
の
な
い
方
で

も
安
心
し
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
、初
心
者
の
私
た
ち

に
は
も
っ
て
こ
い
の
フ
ィ
ー
ル
ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
で
す
！
ま
ず
は「
漕
快
亭
」の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
丹
野
さ
ん
よ
り
、注
意
点
や
パ
ド
ル
の
使
い
方

な
ど
基
礎
的
な
こ
と
を
陸
上
で
教
わ
り
ま
す
。そ
の

後
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
、早
速
体
験
ス

タ
ー
ト
！

し
ば
ら
く
座
っ
た
ま
ま
水
面
を
滑
り
ま
わ
り
、慣
れ

て
き
た
と
こ
ろ
で
立
ち
膝
に
挑
戦
。ボ
ー
ド
が
大
き

く
揺
れ
る
こ
と
も
な
く
、安
定
し
た
状
態
で
漕
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。パ
ド
ル
さ
ば
き
も
慣
れ
て
き
た

と
こ
ろ
で
、い
よ
い
よ
ボ
ー
ド
の
上
に
ス
タ
ン
ド

ア
ッ
プ
！
タ
ー
ン
の
方
法
も
教
わ
り
、新
し
い
技
を

練
習
し
な
が
ら
自
由
に
水
上
散
歩
で
す
。体
験
の
様

子
を
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
し
て
く
れ
る
丹
野
さ
ん
。笑

顔
で
手
を
振
っ
て
い
る
と
、突
然
背
後
か
ら「
じ
ゃ

ぼ
ん
っ
」と
い
う
音
が
！
振
り
返
る
と
…
…

「
泳
げ
な
く
て
も
大
丈
夫
！
お
子
さ
ま
か
ら
シ
ニ
ア

の
方
ま
で
、安
心
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
！
」

を
反
転
さ
せ
て
落
と
し
て
く
れ
る
ス
リ
ル
倍

増
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

モ
ー
ビ
ル
そ
り
は
そ
り
に
乗
っ
て
ス
ノ
ー

モ
ー
ビ
ル
で
コ
ー
ス
を
滑
走
す
る
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
。晴
天
の
下「
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
ま
す

よ
！
」と
い
う
声
が
聞
こ
え
る
と
、エ
ン
ジ
ン

音
と
共
に
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
響
き
ま
す
。

ウ
エ
ア
や
ス
キ
ー
板
な
ど
の
レ
ン
タ
ル
も
豊

富
な
天
童
高
原
ス
キ
ー
場
。小
さ
な
お
子
様
か

ら
大
人
ま
で
丸
一
日
楽
し
め
る
こ
と
間
違
い

な
し
で
す
！

　
　
　

形
市
か
ら
国
道
２
８
６
号
線
を
関
沢

　
　
　

Ｉ
Ｃ
に
向
か
う
途
中
に
あ
る「
峠
の

茶
屋
」は
、ラ
ー
メ
ン
に
餅
を
入
れ
た「
力
も

ち
ラ
ー
メ
ン
」が
有
名
な
お
店
。餅
は
別
皿
で

今

峠にある隠れた名店

峠の茶屋

SUP体験
（馬見ケ崎川）

峠の茶屋

Yamagata ActivityYamagata Activity
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